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１．プロジェクトの目的・概要 

正課授業「社会連携実践Ⅲa（ビジネス・インターンシップ専門）のプログラムとして，

上川大雪酒造ゼミを開講する。 

本授業は，緑丘工房株式会社ならびに上川大雪酒造株式会社の協力を得て，日本酒醸造

を通じた地域資源の高付加価値化に加え，市場調査を踏まえた製品企画、クラウドファン

ディング等の資金調達、ECでの販売によるチャネルマネジメント等，さらにそれらを通じ

た地域ブランディングと地方創生ビジネスについて一気通貫で学ぶものである。 

事前学修として新規事業（起業）のための知識とノウハウ，6月 18～20日に上川実習，

7 月 9 日～11 日に帯広実習を行い，事後学修として公開役員会での事業収支報告などを学

び，起業家精神の醸成とビジネス実践力の向上を図り，教育ビジョン 2030にある未知なる

時代に立ち向かうための人間力を育成することを目的とする。 

 

２．具体的な取組内容 

 上川大雪酒造ゼミは、本年度 8回の講義と 2回の現地合宿で構成された。講義では、ベン

チャー起業の創業、資金調達、マーケティング、広報

などの実践的手法の説明が行われ、さらには参加学生

による日本酒普及のためのビジネスアイディアの構

想と発表が行われていた。現地合宿は、6月には上川

町にて、自治体と企業共同の取組による地域活性化活

動を、7月には帯広畜産大学内に設置された碧雲蔵で

講義を行い、酒造りの実地とマーケティング戦略の学

習を行っている。9月には、大学内にて上川大雪酒造

の取締役会を行った。また、国税庁主催の『サケビバ』

に参加する等の座学と PBL、フィールドワークを組み合わせた活動を行った。 

 

３．プロジェクトの成果及び地域への還元 

 本プロジェクトは、企業経営にかかわる俯瞰的な視野を育成し、本学の既存カリキュラム

にある会計、マーケティング、流通、労務管理を学ぶ意味をより具体的に学生に実感させる

ために行われている。参加学生は、一様にベンチャー企業経営に対する関心が強くなってい

ることは間違いない。 

 講義中でフィールドワークをおこなった上川町はユニバーサルユニバーシティコンソー

シアムの参加自治体でもあり、今後も本学学生が繰り返して現地に入ることで現地課題の解

決ための深い関係構築が可能になると考えられている。 
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